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Seiichiro Ito, English Economic Thought in the Seventeenth Century
　第4章では，土地銀行によって拡大された「信用」の質の改善や貿易のために利用
される「信用貸し」の問題や登録料をめぐる諸問題などについて検討している。その
中でも，個人的にもっとも関心を払ったのは，第4章の冒頭で記されている，「名声」
や「信頼」といった社会的要因に基づかれた，非制度的な「信用」のネットワークに
着目している点である。そこでは，Phillipsの信用論において，社会的要因としての「名
声」が取り上げられている。Phillipsが「信用貸し」として重要だとみなしたのが，「信
頼」よりも抵当であると主張したが，その彼は，貨幣の貸付が社会的信頼性の問題で
あると考えるに至った。彼は，そうした貸付行為を，「名声」がほとんどなかったス
ペインの貧民の例まで取り上げて考察している。
　本章では，「信用貸し」などの貸付を，社会的要因に目を向け思想の面にも関わる
点を鋭く抉り出すことにより，信用制度の発達と思想との関連を明らかにしている。
なお，デュガルド・スチュアートは，『講義』の中で「信用貸し」の項を設けてこの
主題について特に考察したが，本書全体を通じて，17世紀の信用論の深い内容とそ
の奥深さを知ることができ，大いに刺激を受けた。スチュアートが『講義』の中でジョ
ザイア・チャイルドを何度も取り上げ，彼の経済学を高く評価したが，この章の内容
から，法廷利子率の引き下げ等，その当時，なぜチャイルドの利子論がいかに重要な
インパクトをもっていたのかを理解することができた。そのほかにも，本章の中で
論じられる穀物倉庫を貨幣の機能としてみるYarrantonの議論は大いに示唆に富み，
Bank-Granaryを提唱した彼の主張についても同じことがいえる。その当時，ロンド
ンのギルドホールで穀物が登録されていた流れからそうした穀物倉庫と「信用貸し」
を関わらせながら「信用」の議論が展開されていった流れと，土地銀行のあり方につ
いても大いに興味をかき立てられた。
　以上の内容に見られるように，本書は，この時代の経済学史上の重要な内容ついて，
さまざまな切り口と視点から満遍なく幅広く詳細に検討している。それにより，イン
グランドがオランダ・モデルの経済からいかに克服するかを，交易，銀行，「信用」
などの面から精緻に描き出している。最後に，本書において克明に描き出された17
世紀の経済学史上のトレイドの展開の意義についても簡単に触れておきたい。本書は，
その主題として金融に軸足を置いているが，この時代の自由貿易思想の系譜に新たな
知見を提供している。これまでの重商主義の時代の貿易差額説1つをとってみても，
論者によって異なる見解が見られたことは比較的よく知られている。ノース，バーボ
ン，デフォー，その後の自由貿易の系譜として位置づけられるタッカーやヒューム等
は，重商主義の時代の真っただ中で自由貿易の議論について言及した。17世紀のイ
ングランドにおいて，自由貿易を主張する人物たちがどのように生まれてきたのかに
ついても，本書はこの点を細部の点に至るまで明瞭に示している。その意味でも本書
がアダム・スミスの経済学の生誕の流れを知るための新たな領域を開拓し，その歴史
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の厚みをさらに膨らませた貢献はきわめて大きい。
　これらの点から，本書は，アダム・スミスの自由貿易論の史的展開や17世紀の知
られざる経済思想史の全容を正確に理解するうえでも，ひいては経済学史・経済思想
史に隣接する幅広い分野においても，貴重な研究であるといって間違いないだろう。
『南山経済研究』掲載論文の中で示された内容や意見は，南山大学および南山大学経済学会
の公式見解を示すものではありません。また，論文に対するご意見・ご質問や，掲載ファ
イルに関するお問い合わせは，執筆者までお寄せ下さい。
（荒井　智行，E-mail: araitomo@nanzan-u.ac.jp）
